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 宮廷演劇から大清帝国(大清グルン)とアジアを読み解く  

 
中国演劇は、世界各地に根付く中国文化の一つの重要な文化的要素であり、中国人の共同体意識をは

ぐくむものです。中国の演劇は、1000 年前に形式を整え、人間が持つ多面的な要素と行動を「仮想空

間での人間社会」で演じ、人間の生きざまを眼に見える形にして表現しました。その一方で、中国の人々

は絵そらごとであるとは認識しつつも、現実社会に演劇が持つ諸要素を重ね、社会で生きる手本ともす

るようになりました。演劇は中国の上下の人々に直接ふれることになり、中国人の意識形成に重大な役

割を持つようになりました。 
中国でも演劇は娯楽性が強いものでしたが、清朝になると、娯楽性の強い演劇を国策のもとに、大幅

に改め、宮廷演劇として国内・国外へ発信するようになりました。 
東ユーラシア地域は、清朝成立によって大清帝国(大清グルン)に組み込まれ、政治・文化・交易など

多方面で影響を受けつつ、今日的世界に到っています。現在のアジア社会を考える時、清朝との歴史的

関係は当然念頭に置くべきことになります。そして、清朝が今日の中国社会を形づくったことを思えば、

国策として重視した宮廷演劇の持つ具体的な内容や役割などを正確に把握し、清代中国社会の実像を明

確にする必要性があるわけです。 
中国演劇研究は、従来、文学史の枠内で社会の動向とは切り離されて研究されてきました。そのよう

な中で、中国演劇の性格が大変換する清朝の宮廷演劇の本格的研究は未着手の分野でした。 
本研究では、現代中国の文化や社会構造に多大な影響を与えた清朝の宮廷演劇文化を、主要な５つの

視点から分析します。 
① 大戯と呼ばれる長編作品の内容と小説との関係、 
② 清朝の文化政策としての宮廷演劇の性格、 
③ 中国近現代の地方劇に与えた影響、 
④ 清朝が外国使節に宮廷演劇を見せたねらいと東アジア世界の芸能への影響、 
⑤ 現代中国の宮廷演劇資料の整理と出版にひそむ政治性 
以上の点を共同研究の形で国外の研究者の協力を求めながら、分担して研究を進めます。成果として

は、大戯などの作者像の解明や改作本・異本の存在の紹介、宮廷演劇システムの地方劇運営者による吸

収状況の解明、東アジア演劇への清朝宮廷演劇の反映、古本戯曲叢刊編集をめぐる政権の干与など、多

方面での成果が予測されています。本研究の成果を従来の研究成果と併せることによって、清朝文化は

ほぼ体系的に解明され、延いては現代中国人の意識構造や社会秩序などに演劇が果たした機能が明らか

となり、本質的な中国理解が進展することになると考えられます。 

 〔キーワード〕 

清朝宮廷演劇：清の満洲人皇帝が主催した演劇文化全体を指し、北京の紫禁城内で上
演されることも多かったので、宮中、つまり内府（内廷）演劇とも言う。北京の離宮
や熱河離宮、江南の行宮などに大きな舞台を設けて実施した。外国使節や一般大衆に
も見物の機会が与えられた。 

 

 

【部会における所見】 
実証的な文献研究を根幹に据えた中国内府劇研究という視点は評価でき、特別推進研究に値する。近

代中国の思想・文化・政治とも深く関わるテーマであるため、特に政治史・社会史関係の研究とどのよ

うに連携するのかを明確にし、当該研究分野の専門研究者、例えば、現地の政治史・社会史研究者の協

力を求めることなどにより、昇平署档案の徹底的調査などをも加味した、多面的かつ総合的な研究の推

進が期待される。 

 


